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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

目標

幼稚園

小学校

学校区分

中学校

高等学校

特別支援学校

計画どおり実施できた。

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

達成状況

耐震化率（％）

計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

　笠原幼稚園、笠原保育所の在園児数の減少に伴い、教育・保育環境の質的向上のため両園を統合し、認定こども園を整備した。開園後

は保育需要の伸びに対応した受け入れができており、待機児童対策に寄与している。

　また、放課後児童クラブを、隣接する小学校の空き教室から定員を拡大して移設したことで、地域の子育て支援の拠点施設として機能

している。

　職員や園児からは、施設全体が明るくなった、部屋や廊下が広くなり伸び伸びとした活動ができるようになった、園児に目が行き届き

やすくなった等、の意見・感想が多数あり、教育環境の改善が大いに図られていることが分かった。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。
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　施設整備計画の目標は概ね達成できた。

　今後は、学校施設が築後40～50年を迎えるにあたり、施設の新築ではなく改築・改修が主になることが考えられる。このため、本市で

は平成30年度に学校施設の長寿命化と予防保全を計画的に実施するため個別施設計画を策定した。

　これらを踏まえ、今後は学校施設について築年数と老朽化状況を鑑みた計画的な改築・改修を行い、老朽化対策と教育環境の質的向上

を相乗的に図る。

事後評価の時期及び方法について

事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

①令和２年２月下旬　　　　袋井市教育企画課、すこやか子ども課及び笠原こども園にて事後評価を実施し、施設における利用状況、

　　　　　　　　　　　　　意見・感想等を確認する。

②令和２年３月上旬～中旬　事後評価を市ホームページに公表し、市民等から幅広い意見を求める。

③令和２年３月下旬　　　　得られた意見・感想等を基に関係各課において再評価を行う。



袋井市立学校等施設整備計画 都道府県名 静岡県

市 町 村 名 袋井市

袋井市

平成28年度

※この個別票については、計画の変更に伴い取り下げた事業も含めて、施設整備計画に計上したことのある全ての事業を計上すること。

事由 変更年月日

④ 0111 幼稚園（幼保こども園含） 園 S 有 平成29年2月28日

施設整備計画　事後評価シート（個別票）

計画名称

計画作成主体

備　　考
（事業を実施しなかった場合）

実施できなかった理由及び今後の方針

（事業を実施した場

合）

竣工年月日

事業実施

の有無

構造

区分

建物

区分
事業名

事業

番号

整備

区分学校名

施設整備計画の変更

計画期間

個別事業一覧

笠原こども園


